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は遮蔽距離Bで与えられるマクロな長さと拡散時間 T s=C2/Dである｡ ここでDは
β -
†
(47Tn くR 〉) ~1/2
(27rnくR〉)~1
である｡ nは粒子密度であり､n-N/V (coarsening),N/A (depo-sition)である.
この体系の初期の全過飽和度QはQ=(Cb-C中)/p .A(coarsening), (Cb-Cs)/p .A
(deposition)であたえられるが､着目している体系ではそれは小さいと仮定する｡ 従って
(R)/p - Ql/2 ( 1, To/Ts～ Q ( i (4)
となる｡ここでpmは核粒子を構成する物質のモル密度を表す｡







































(i)Expansioninspatialgradient :V ～ (R)/p - Ql/2
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黄 p~2[ト p.Ql/2β fm-1P･p畜 p -I) (10A)














































くR〉～ tl/2 (smallt), くR〉～ tl/6 (larget)
(14A)
(14B)
を得る｡coarseningの場合の結果 (13A), (14A)については文献6を参照して頂
くとして､ここでは
depositionの場合の
結果 (13B).
(14B)を図1,
2にそれぞれ示す｡
図1における実線は
Q=0.01,で=10のとき
の理論分布Fを表し､
ヒス トグラムは
(5B)式を直接
計算機で解いた
シミュレーションの
結果である (文献
5b参照)｡ 図2に
おいて､成長別にお
ける時間指数の
Crossoverl/2-1/6は､
遮蔽効果によるもの
であり､相関効果は
平均半径くR〉の大き
さのみに影響するこ
とが解る｡ここで黒
丸はQ-0.01のとき
のシミュレーション
の結果である (文献
5b参照)0
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4.最後に
ここでは平均運動に対するマクロの方程式を中心に議論したが､揺らぎに関しても同様
な議論ができ､variancexに対して線型方程式を導くことができる｡Flowchartに示され
るように､その式から更に構造関数Sk(t)に対する線型方程式を求めることができるが､
紙面の都合でそれは割愛し､最後に重要な点を一つだけ述べることにする｡ 現理論は､一
つの式から出発して長距離拡散相互作用の効果を二通りの実験手段 (電子顕微鏡実験､散
乱実験)で確かめ得るという特徴をもっている (Flowchart参照)｡ 実際､coarsening
の場合､A1-Liのような2成分合金においては､現理論の結果は非常に良く両実験と
一致する02)6) 従って､depositionの場合も実験との一致が大いに期待される｡
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